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 要  旨 
 近年、デジタル家電や携帯電話の市場の拡大とともに、これらの機器に搭載さ
れるシステムLSIの多様化が進んでいる。携帯電話やデジタルカメラなど製品では
質の高い映像・画像を常に求めている。ランクオーダーフィルタとは非線形デジ
タルフィルタである、この回路はノイズ除去や輪郭強調などの画像処理において
非常に重要な役割を果たしている。 
 ビットシリーズアルゴリズムに基づく従来ランクオーダーフィルタ回路はデジ
タル回路によって実現されている[1]。この回路は、主にハミング重みコンパレー
タ回路及びロジック回路から構成される。しかし、用いられているハミング重み
コンパレータ回路の構造により、多くの伝播遅延を発生する問題がある[2]。さら
に、入力ビット数の増加に伴って、回路規模が著しく増加してしまう欠点がある。 
 本研究では、アナログ演算を用いたハミング重みコンパレータ回路[3]を従来ラ
ンクオーダーフィルタ回路応用し、伝播遅延や回路規模の改善を図る。ＣＭＯＳ
を構成するＰＭＯＳとＮＭＯＳトランジスタの特性を活用し、よりよい機能を実
現する回路を目指す。 
 従来回路と本研究によって改善された回路を比較するために、ＨＳＰＩＣＥに
よるシミュレーションを行った。評価結果により、従来回路より改善回路は伝播
遅延及び回路規模において改善されていることが確認できた。さらに、ランクオ
ーダーフィルタの使用要求によって、選択しやすい特徴が従来回路より優れてい
ることも確認できた。しかし、アナログ演算を基本するハミング重みコンパレー
タ回路において、ＰＭＯＳ及びＮＭＯＳトランジスタが同時にＯＮにするとき貫
通電流が流れてしまうため、従来回路より多くの電力を消費する結果となった。
消費電力の削減は今後の課題となる。 
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